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第４回香美市立美良布保育園建設検討委員会 

会議録要旨 

 

【開催日時】令和３年２月 24 日(水)  18 時 30 分～20 時 05 分 

【開催場所】香美市役所本庁舎 ３階会議室 

【出 席 者】浜田委員長、信﨑副委員長、五百藏委員、井本委員、江西委員、岡本委員、 

小松委員、式地委員、杉本委員、中山委員、森田委員 11 名 

【欠 席 者】井村委員、前田委員 ２名 

【事 務 局】時久教育長、秋月教育次長、公文課長、小松班長、坂本主幹（教育振興課） 

      門�技幹(生涯学習課) 

【傍 聴 者】８名 

 

【要 旨】 

１ 開 会 

 

事務局より開会宣言 

 

２ あいさつ 

  

  教育長よりあいさつ 

 

 ３ 議事 

  

 (１)建設位置の比較案について 

 

委員長 

 

前回の会議で全員の方からＡ３の資料２-１の事について議論をいただきました。前回

全員出席でしたので、皆さんひとりひとりからの意見をいただきました。その際に位置

決めのことについて、現在地に建てるかそれとも別の場所に建てるかという事の議決

も取れたんですけど、もう一度よく考えた上で議決しましょう、という事になっており

ました。それで、改めて今日ひとりひとりから意見をいただいて最終決定をしていきた

いと思っておりますのでよろしくお願いします。そしたら順番にお願いします。 

 

委員 

 

 改めて、香北の自然公園の所に上がって町全体を眺めてみました。本来なら大川上美良

布神社とかアンパンマンミュージアムに近い所といったような自然環境や、子どもが

多様な文化や人々に触れ合う事ができるような環境が一番望ましいかなとは思ったん
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ですが、改めて空き地を見てみるとなかなかその土地が見つからないというのが正直

な所かなと思います。小学校や中学校の近くはどうかな？と近くを見てみたんですが、

ここも高圧線が通ってたり道が狭かったり起伏や高低差が大きかったりで、ちょっと

厳しいかなと。選択肢の中から考えていくと、本来ならゆったりとした広い所に建てる

のが望ましいでしょうけど、現行案で予算の事も鑑
かんが

みてみるとＤ案（現駐車場と現園

舎の土地を合わせて新園舎の土地にする）しかないのかなと。何より、交通の便や子ど

もや保護者の安全と同時に通いなれた施設であるという事と、危機管理からいうと支

所も近いという事も踏まえて、やはりここが最適と判断せざるを得ないという気持ち

になっています。以上です。 

 

委員 

 

 前回もお話しましたけども、新しい敷地を見つけるのはなかなか難しい問題がありま

す。行ってみないとわからないことは結構あったりするので、ずっと使っている場所と

いうのは風の通りとか周辺環境の事を熟知できている事などを考えて同じ場所がいい

のではないかと。それから、皆様が平屋が良いというのもよくわかりますけども、それ

を考えるとまず今の敷地がいいだろうという所から考えて、ちょっとでも敷地が広く

取れて平屋の部分も多く取れそうなＤ案に魅力を感じます。それからさきほどおっし

ゃっていましたけど、私が一番感じるのは、南海トラフとか地震があった時に、小さな

子どもたちを保育士さんたちがこの人数を抱えて走れるだろうかという事を考えると、

近くに支所があると大人がたくさんおりますので助けていただけると思うので、新し

い所よりも今の所の方がいいだろうなと思います。それから、車での送迎が多いと聞い

ておりましたので、やはり交通の便を考えても通いなれた所であるという事も非常に

大事だと思いますので、私としてはＤ案がいいなという風に思っております。 

 

委員 

 

 この間帰って、奥さんや子どもに話してみて、場所が無くてこの案の中ならＤ案がいい

かなと。前回の委員会では自分も平屋がいいと言ってたんですけど、子どもに話したら

『２階がある方がいい。おもしろいやん。ボルダリングで上がれたらすごい』と。子ど

もからしたら２階建ては魅力的なのかなと思ったり、一部２階建てとかそういうのも

ありかなと思います。Ｄ案は駐車場から保育園に入るのに、どうしても道路を通らない

かんですよね。現状も駐車場から保育園に行くまでに車道を通って玄関に入らないか

んですよね。その時にやはりすごい気を遣う。車に乗ってる方が気を遣う。送迎してい

る親子の近くを通るのは結構怖いんですよね。そういうのが改善されたらいいなとは

思います。一時停止をつけたりしたら少しはマシになるのかなと思います。以上です。 

 

委員 

 

 ４案あって、この中で選ぶとしたらＤ案しかないのかなと思ったりもするんですが、や

はり２階建て園舎というのは気にする所が大きいです。一部２階建てという風にも書
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いてありますので、考える余地はあるのかなと思うんですけど、今の状況をいうと保育

園から小学校も中学校も近くてというのが立地条件としてはものすごく良いです。小

学校との交流もそうですし、中学校の方も家庭科などの授業での交流もありますので、

位置的にはそこがいいんですけど、気になるのは２階建て園舎っていう所です。Ｄ案だ

ったら仮園舎をどこかに建てるという事になりますので、期間としては１年１か月の

長い期間を仮園舎で過ごすという事になれば、仮園舎が２階建てというのもちょっと

無理なんじゃないかなと思ったりもします。そこも含めて考えていただけたらありが

たいと思います。 

 

委員 

 

 前回いろいろと言わせてもらったんですけど、あの後支所長と地域の事を話す中で、や

はり土地が無いという事が熟知できました。Ｃ案だったら子育て支援センターも新し

くなりそうながですけど、今の支援センターの施設もまだまだ利用できるという事で、

Ａ案Ｂ案Ｄ案にしてもそのままという事ですね。前回リフォームも考えてもらった

ら？と言ってくれた事で、空調とか直さないかん所はあるという事を今職員とも話し

ている所です。新園舎はやはりこれ以上工期が遅れる事はいかんと思うので、この中だ

とＤ案がいいかなとは思います。園長先生が言われた通り仮園舎の事もしっかり考え

ていかないかんと改めて思いました。子どもは確かに２階建ては楽しくてワクワクす

るかもしれませんけど、できたら平屋の方がいいかなと思っています。 

 

委員 

 

 大宮小学校としては、今の保育園と小学校の距離はちょっと遠いかなと感じている所

です。少しでも近くて子どもたちが小学校や保育園で交流する機会をと思っておりま

した。最初は学校の近くで新しい土地に建てるという事を願っておりましたが、いろん

な状況を考えると物理的にも難しいという事ですので、皆さん言われておりますけれ

ども、この中だとＤ案で少しでも１階部分の面積が広い状態で造っていくのかなとい

う風に思っております。中身の事についてはいろんな案があると思いますので、子ども

たちが探究心をもってワクワクするような園にするっていうのは中身の部分で応用が

できるのかなと思っております。以上です。 

 

委員 

 

 理想的にはＣ案ですけども、現実はＤ案だと思います。また、子育て支援センターのほ

うの意見も言わせていただきましたけども、例えばエアコンの今現在の使用年数が８

年とすると、新園舎が建つ頃には 10 年 11 年となる。機械ものは 10 年経つと段々壊れ

ていくという事も視野に入れて、新園舎が出来るまでにリフォーム等を検討していた

だきたい。市役所の方も簡単にはリフォームしましょうとは言えないでしょうけど、言

わないとしてくれませんからね。どんどん意見として提案をしたらいいと思います。以

上です。 
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委員 

 

 Ｄ案の賛成が非常に多い様に固まりましたけども、私も結論から言うとそれでよろし

いかなと。理由も同様の理由でございます。Ｄ案を取った場合の問題点というのも今お

聞きしました。しかし、どうしても２階部分を造らなきゃいけないとなった場合に、安

全確保対策それから仮に平屋になったとしても、先生方や保護者の目が通らない死角

が絶対出てくる訳で、前回も申し上げましたＩＣＴを利用した死角を作らないような

工夫というのはできるであろうという風に思うので、ぜひ取り組んでいただきたい。小

学校との関係においても、オーストラリアとはインターネットを介して対話ができる

わけですから、そうだとすると香北町の中において、どうしても近くっていう風には私

は考えない。オーストラリアとの間で成り立つのであれば、もっと近くの所の活用って

いうのは考えなきゃいけないし、むしろ非常に重要な事は音声や映像をリアルに見ら

れるという事に対する驚きを子どもたちに伝える。これが非常に重要な事だと思うん

です。言語がどうのこうのっていう話もあるんだけど、それ以上に『どうしてこんな事

ができるんだろう』と探究心を追うものというのであれば、私はそこがかなり重要な所

でこれが抜けてる。ありえない話。ものすごい遠い所との間の音声や映像による会話が

成り立つということに対する不思議さ。これはその興味の根幹として本当はもっと衝

撃を受けて子どもたちに伝えられるべき事だろうと思います。仮に２階建てになった

としても乗り越えられるような方策というのを考えていくべきだろうと思います。結

論から言うとＤ案です。以上です。 

 

委員 

 

 私もＤ案です。安全性や利便性、それから予算の事も大事だと思うんですね。そういう

所も考えますと、やっぱりＤ案かなと思いました。先生方からの２階建てがあまりよろ

しくないというご意見ももちろんありますけれども、この資料の新園舎の床面積は２

階を設定した広さなんですかね。どうしても２階が必要であれば、２階部分の活用の仕

方ですとか、そういう事を考えていけば改善できる部分というのはあるんじゃないか

なという風に考えます。あと、気になったのは周辺住民の方がどうかな、というのは気

になります。以上です。 

 

委員 

 

 私もＤ案が一番いいかなと思いました。土地や予算の問題とか様々鑑
かんが

みまして、この

中ではＤ案が現実的で一番広く、安心した園舎が建てられるんじゃないかなと思った

所です。２階の部分とかいろいろご意見があった所はこれから詰めて具体的にどうで

きるかというようなことになるのかなと思いました。それから先ほどお話された保小

中の距離っていうところも幼児期は直接的な体験というのがすごく重要視されている

ので、驚きと言われた部分もとても大事な部分でもありますが、一方ではやはり直接的

に関わり合う事で学んでいくという幼児期ならではの学びの在り方もあるかと思いま

すので、同じ町内だからこそ人と人が直接的に触れ合って学んでいくところも大事に
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はしていただきたいなと思って、少しでもその距離が短くなったらいいなと思いなが

ら、１回目から参加をしていたんですけれども、実際的にはＤ案で今の距離を確保しつ

つ工夫していくのが一番なのかなと思いました。以上です。 

 

委員長 

 

 ありがとうございました。私をのけた全員の方が今の場所。私も現在地に建てる方向が

いいんじゃないかという事で、皆さんと同じＤ案でという事を考えております。今日、

傍聴の方もおられますので、この資料２-１のＡ３用紙の分についてですけど、建設費

概算など数字がのってます。この事については一定の目安であって、数字が勝手にひと

り歩きしないようにしていただきたい。費用がこれくらいかかるんじゃないかという

ものであって、はっきりした数字ではありませんので、そのことはくれぐれもよろしく

お願いします。それから、Ｃ案についても現状では当初、小学校の近くにという事で、

車で通っていろいろ見たりしたんですけど、なかなか無い。もしＣ案であれば、現状土

地は不明なので、こういう単純な形にしております。購入する土地の形状とか面積とか

で変わってきますので、ここにいる委員さんは議論してわかっておりますけど、その辺

は見られた時にこういう形がいいんじゃないかと言われたら困りますので。面積も

3,919 ㎡以上という事になってますけど、これは国が示されている面積(園舎や園庭)で、

最低これくらいの広さがいるよね、という数字ですので、その辺のご理解をよろしくお

願いします。それでは、皆さんの意見をお聞きした所、実際に現地も回って見ていただ

いて近所の方や家族の方と意見を交換されたことだと思います。今日は 13 名中 11 名

出席で、欠席されてる２名の方からは委任状をいただいております。２名ともＤ案とい

う形を取られてますので、今日の出席者含めてこの検討委員会の委員全員の方がＤ案

を押したという事で位置決めは現在地に建てるという事に決める。それから、予定では

令和８年度開園ですけども、できるだけ前へ前へ進んでいくという方向でいきたいな

と思っております。そしたら、今の所に建てるという事でよろしくお願いします。それ

からお二人の委員さんが言われています、映像とか２階建ての部分や安全性などにつ

いては、次の(２)建築計画・施設設計における基本方針についての中にどううたい込む

かによって変わってくると思うので、また議論をいただきたい。この議論が業者さんを

選ぶ時にこういう風にしてこういう建物を建ててくださいというプロポーザルを出し

てもらう基本的な考え方になるので、この辺の議論をいただきたいのでよろしくお願

いします。それではこれについて事務局から説明をお願いします。 

 

 (２)建築計画・施設設計における基本方針について 

 

 事務局より説明 

 

委員 

 

 まずは（３）のヒヤリハットの所なんですけど、このままの文章でいってしまうと、ヒ

ヤリハットをどう作るかみたいな施設設計になってしまいます。ヒヤリハットは大事
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なんですけど、それで何が育まれるかという所を文章の中に落とし込んで目指すべき

施設像を言い表した方がいいんじゃないかなと思いました。例えばですけど、さきほど

事務局の方から説明をしていただいたように、ヒヤリハット体験を豊かに積み重ねる

っていうことで危険を予測したり回避したりする力を育んでいきたいという所がメイ

ンですので、そういった所を文章の中に書き表したらどうかなと思います。【子どもた

ちがヒヤリハット体験を豊かに積み重ねる事で危険を予測回避できる力を育む施設と

します。】というように、何を育もうとしているのかというところを明記した方が本来

の趣旨に合うのではないかなと思いました。それから、（２）の異年齢のところですと、

事務局からも説明ありました遊びの減少であるとか子どもたちが異年齢で触れ合う事

で育つ側面も言っていただいたんですけれども、本当に今の子どもたちは door to door

の世界が結構あって、今道路交通法の改正もあって幼児が一人で登園降園ができない

んですよね。必ず保護者の方がついて園まで行くということもあって働いている親御

さんの職場までの距離もあって車で送迎する率が一昔前と比べると圧倒的に多くなっ

ていると思います。子どもたちが地域を探索しながら園まで行っているかというとそ

うではなくて、駐車場に着いてから少し歩いて門まで行くというように、実際には子ど

もたちが地域に帰って異年齢で関わり合うということは少なくなっている。実際にど

こで異年齢の交流が確保されているかというと保育園の中です。という子どもたちも

多いんじゃないかなと思うので、群れて遊ぶそこで育つ力の大きさという事がよく言

われています。年長さんは年少さんを見ながらルールを変えて小さい子たちも入って

どういうように遊ぶと楽しめるかという事を考えて配慮をしながら遊ぶとか。小さい

子たちはお兄ちゃんお姉ちゃんを見て、あんなお兄ちゃんお姉ちゃんになりたいと憧

れの姿に出会ったりとかいろんな遊び方や知恵を学んでいくという単一学級では育た

ない力が、異年齢の中では随分育つという事も言われています。保育所なので厚生労働

省の管轄にはなりますけども、文部科学省の教育部門を担っているほうにおいても、一

昔前は単一学級というところを重点的に言ってたんですけど、最近は複数の学年で遊

ぶ事の重要性も随分言っているので、以前園の方から言われていた異年齢ということ

もすごく大事なのかなと思います。すみません、長くなりましたが以上です。 

 

委員 

 

 私も子供がいますが、保育園の時代というのは随分昔の話でございまして、現状がどう

なのか理解しているわけではないんですけど、この話は建築計画・施設設計における基

本方針についての話で、異年齢における交流というのはこういう事ではなくてソフト

ウエアに関わる話じゃないのかなと思います。香北町の中においては例えば夏の時期

になれば川に出て異年齢の人たちと遊ぶというのは今でもあるわけですし、それから

祭りの時に異年齢の子どもたちが夜集まって交流の場がある。或いは、おなばれなんか

において行進する時に交流がある。都会と違って交流の場っていうのはやはり長い文

化の中で育まれてきたものがあるんですね。実は私は複式学級で３年まで一緒に勉強

をしたわけですけども、学校の中で異年齢の方と交流したように、学校を離れた遊びの

中で異年齢と交流があった。そして、異年齢の交流の中で今先生がおっしゃったように

ヒヤリハット経験を豊かに積み重ねられる施設というのはどうもピンとこないと。な
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んか危険に満ちたスリリングな施設を造れ、みたいに読めなくもないわけです。そうで

はなくて、園を出て遊びの中で異年齢の子どもたちが接触すればヒヤリハットは可能

なわけで、その中で経験ができると思います。そして街並みを見ていただいたらわかる

んですが、シャッター商店街ですよ。通ってる最中で神社を掃除しているおじいちゃん

やおばあちゃんがいたり、お店のほとんどがシャッターが閉められているという現況

をたとえ車で通ってでも知ることはとっても重要だと思いますね。この現状そのもの

を放っておいていいんでしょうか、という事ですね。長くなりすぎて恐縮なのですが、

人はひとりでは生きられないわけで、家庭を持ちます。子どもに恵まれることもありま

す。そして地域の中で人間関係が形成される。それでだめなら行政の力をお借りしなが

ら生活をするわけなんですけども、たとえばＡさんという子どもが非常に頭が良くて

県外に行っちゃった時に、親御さんが地域に残っている。で、その親御さんは地域に残

った学友たちが面倒みるわけですよ。ところが、面倒をみてるという事に対して心が痛

まないというか、自分は都会へ行ったんだからこの町の事とか関係ないというような

意識構造の人たちが育つと困るわけです。やっぱりこんなシャッター商店街のところ

だとお父さんやお母さんおじいちゃんおばあちゃんを誰が面倒みるんだろうねという

心の痛みというものが実は必要でして、車で通ったとしても惨憺
さんたん

たる状況を胸に焼き

付けておいて、何とかしなければという気持ちを育むというのは、教育の一環としてと

ても大事だと私は思います。元へ戻りますが、これは建築計画・施設設計に関わる話。

ソフトウエアの話は根っこの話。異年齢の交流の話も別個で考える事ができる話では

ないかと。施設の話と関連する部分も無いとは言いませんけども、むしろソフトウエア

の教育全体に関わる話、という風に私は思います。以上です。 

 

委員長 

 

 ありがとうございました。確かに施設はハード中心に設計されるわけですけど、そこに

はやっぱり普通の家もそうなんですけど、施主さんのこういう家を建ててくれません

かといった時には基本的にソフトな部分が非常に大事になってくるんではないかなと

思うので、それも含めた形で皆さんに意見を頂いてたら、今度仕様をする時に単純に死

角とか家のプロが見てでしかわからんような形ではなくて、素人でもここはどうなっ

ちょったろうというように少しでも指摘ができるような仕様書にしていきたいなと思

いますので、ぜひいろんな意見を言っていただければ大変ありがたいです。 

 

委員 

 

 言い逃したことがありまして。この基本方針はよく考えてお作りいただいたと思うわ

けですが、ひとつ気がかりな点がありまして、国際バカロレア教育への橋渡しと書いて

あるわけですが、本年度の学習指導要領によれば、外国語(英語)等の教育をするという

事、それからプログラミング教育をするという事、2019 年から道徳教育をするという

ことが示されている。これが皆さんにほとんど周知徹底がされずに、国際バカロレア教

育については不安を感じます。全体として非常に意義のある文章で書かれていて、内容

について難しい思考に巡らさなくてもいいような文章になってはいると思うんだけれ
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ども、国際バカロレアという事についてはどこまで共通理解があるのかよくわからな

いので、それが大宮小学校や香北中学校と連携した教育への橋渡しという風にしたほ

うがもっと平易でいいのではないだろうかと。国際バカロレアという事になると学習

指導要領との関係はどうなるんですかという議論をよぶ可能性がある。国の教育上の

準則である学習指導要領の話が飛んじゃってね、国際バカロレアっていう話にいくよ

りは、皆さんがわかったって思いにくい言葉を省く、或いは今後の議論に委
ゆだ

ねたほうが

私はい良いと思います。施設の話ですからね。以上です。 

 

事務局 

 

 ここの一行につきましては、こういう風に表現したらいいのか、もっと大きく探究的な

という書き方でいいのかと話をしていたところです。その辺も含めてこの検討委員会

のほうではご意見を頂きましょうという事で、一番最初からこのように示してあった

ので今回もそのままにしているというところではあります。それで、いわゆる子どもた

ちが探究心をいっぱい持って育っていくという、保育園の子どもたちが日常生活の中

や遊びの中でいろいろ気がついたり人に関心を持ったり、誰かの言葉でちょっと気に

なったりという様な事を自分なりにどんどん試したりしながら遊んでいって、その中

でうまくいったりいかなかったり友達の声掛けで急に世界が広がったりして、そうい

うのがたくさんある園にしていきたいという事です。小学校や中学校は国際バカロレ

ア教育ということで、今積み上げていっている所なので、そこも一年生を受けていく子

どもたちが入ってからいろんな事を試していくんじゃなくて、小さい頃からそれぞれ

の年齢で興味関心があることをいろいろチャレンジしてきてほしいなというのもあっ

て書きました。他の保育園から小中学校へっていう香美市の場合も、同じようにいっぱ

い試しもして遊びの中でいろんなものを蓄えて小学校に入ってきてもらいたいという

のがあるんですけれども、バカロレアの教育を目指しているここの地域にとったらこ

の言葉をそのまま書いておいたほうがもっとはっきりするかなというわけで書いたと

いうようなことです。また、ご意見を下さったらと思います。 

 

委員 

 

 おそらく、その自己探求心を持った教育ということについては、例えば土佐山田町の小

中学校においてはそれは排除するんだよという事ではないと思うんですよね。そうい

う意味ではもっと広い概念のもとで本質性の高い言葉を使ったほうが、なぜ大宮小学

校や香北中学校だけにっていう話になってしまうわけです。おそらく今日来られてい

る議員さんにおいても国際バカロレアを明快に答えられる人はあまりいないんじゃな

いかなと。答えられるかもしれませんよ。私の先入観でそう言ってるだけで。もっと本

質性の高い、例えば自己探求心を育む教育である、とか。土佐山田町へもっていっても

通用するような広い概念を使うべきであって、大宮小学校と香北中学校だけにターゲ

ットを絞ったような概念では使うべきではない。ここを入れる意味がいまひとつ。これ

自体議論になってしまうので、議論の対象としないほうが僕はいいと思うんです。 
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委員長 

 

 それでは関係する団体、受け入れる方の大宮小学校の校長先生と送る方の美良布保育

園の園長先生、お二人に意見を求めたいと思います。そしたら、校長先生からお願いし

ます。 

 

委員 

 

 バカロレアって何？と皆さん思われると思うんですが、イメージするものが 100 人い

れば 100 人違うような感じもあると思います。バカロレアが大事にしているものって

いうと、子供たちの様子を見たりとか、考え方っていう事はなかなか口では説明もでき

ませんし、授業も見ていただいたと思うんですけど、これがバカロレアの教育だと言わ

れてもそれはなかなか難しいところがあります。でも、バカロレアが何を大事にしてい

るのかっていうこととか、子どもの主体性エージェンシーを大事にしているとか組み

立てという筋
すじ

の部分は、誰でも理解をしていただける部分ではないかなという風に思

っております。今の大宮小学校と香北中学校では、資料２のＣＳ香北学校運営協議会と

いうのがありまして、ここの中でＩＢバカロレアの教育について、学校だけではなくて

ＰＴＡとか地域の方々にも入っていただいて議論をしています。その中身が、地域でバ

カロレア教育というものを盛り上げていこうという動きが起こりつつあります。ＩＢ

自体も周りの大人たちが同じ考えで子どもを育てていきましょう、という事が子ども

のためにはメリットです、ということで学校だけではだめです。というようなことは云

われております。ただ、たえずバカロレアの考えとかそういったものを発信しながら保

護者や地域の方にも理解をしていただきながら取り組みを進めていくことで、香北地

域のバカロレアっていうものが子どもたち自身も自信になったりとか、ＩＢの学びは

こうだということを発信したりとかそういった内面の部分のプラスに働く部分が多い

のかなと思っています。だから、学校としてはもちろん探究心というのもぴったり当て

はまる言葉ではあるんですけれども、あえてバカロレアって言葉を出してそれを基に

というのは大変ありがたいかなと思っております。委員の中のお一人の方にも学校運

営協議会に携わっていただいておりまして、バカロレアが何かっていうのをすごく感

じておられますので、ひょっと外部の方から見たバカロレアの学校教育について感想

を聞かせていただけたらと思っております。 

 

委員 

 

 うまく言えるかはわからないですが、何か月かに一回開催されるバカロレアのＣＳ香

北学校運営協議会に何回も参加してますが、行く度に前の事を忘れているわけです。忘

れていてバカロレアって何？って常に入っていたんですけど、長らくお話を聞いてい

まして私なりに理解した事は、探究心を養うことかなという風に自分の中では感じ取

りました。いま５年生が六次産業とは何か？という授業をやっています。韮生野でかる

かんを作っているんですけど、地元のものを使ってそういう風に六次産業で新しい商

品を作っているんだよ。という事を子どもたちの前で１時間くらいプレゼンさせてい
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ただいたんですけど、子どもたちからどんどん質問が出てくるわけです。『これどうし

て？どうやっちゅうが？』と。そういう《知りたい》が探究心じゃないかなと思ってま

す。バカロレアと探究心はひっつかんと思うんですけど、私もよく聞いていたらいろん

な事がグローバルな世界に徐々に近づいていくんですよ。探求心というのは保育園の

子どもが一番持っていると思うんですね。それを徐々に磨き上げていくのが小学校で

あり中学校でありっていう風に、そして世界に目を向けていくというような事なのか

なと理解をしているところです。参考になったかどうかわかりませんが、以上です。 

 

委員 

 

 私は美良布保育園へ赴任してから５年目です。園長としては４年目なんですけど、ＣＳ

の会にも参加させていただいて、国際バカロレアっていう言葉になかなか慣れずです。

私は会合に参加しますけど、職員は会合には出てませんので、こういう文字にして見る

部分は大きいんですけど、それを皆が理解できるかっていうとちょっと？な部分もあ

ります。字としてのるとそうなんですけど、私たちが保育で大事にしてきたことは子ど

もの気づきの部分です。結局それが探究心だと思うんですけど、気づいて考えてやって

みる、それをすごく大事にしてきたので、それを小学校に繋げていくという部分では同

じかなと思います。おっしゃる通りこういう字が出てくると、これを保育園もやってい

くのかという風に思われるというのは私もわかりますけど、ＣＳの会に出ながら地域

の方と一緒に話をする中で見ていると保育園も地域の方々に助けていただきながらや

っています。園から発信するというよりか、地域の方に助けていただいているというと

ころの方が大きいので、それを一緒に探究心を育てるという事であれば、繋げていける

ものではないかなと思っています。 

 

委員 

 

 私の身内に海外で生活している人間がおります。その事もあって申し上げてるわけで

すが、学習指導要領の中に外国語を学びなさいとかプログラミングを学びなさいとか

道徳教育を入れたっていうのは私は非常に重要なことだと思ってるんです。身内の人

間は海外にいってですね、地域の人たちが自分の父母やコミュニティの人たちを支え

てくれてるんだという有難さをあまり感じていない。口を開くと日本批判してると。つ

まり外国に出て行けばその人たちは本当に地域を支える人として動いてくれるとは私

は思わないんです。そういう意味では人や地域の繋がりというようなことを道徳教育

を通して教えておかないと、俺は海外に出たからお前たちとは次元が違うんだという

物の見方をされると困る。そもそも今の時代において国際人というのがいるかどうか。

アメリカの中においてはあれだけ人種差別があるじゃないですか。日本人だって国際

社会に出た時にすごい人種差別を受けますよ。それを抜きにして国際という言葉の中

でいろんな事を語るのは僕は非常に危険だと思います。国際人なんかいませんよ。激し

い人種差別があるからこそ、テニスの選手だってああいう告発をしなければいけない

じゃないですか。そもそも教育政策って時によって変わってくる。例えば、ゆとり教育

なんて話が一時もてはやされたんだけど、いかがなものかっていう風に振り返るって
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こともあるじゃないですか。それを国際バカロレアの認定機関の認定を受けたという

ところにこだわっていくのはちょっと違うんじゃないですか。言葉から平易にわかる

イメージを皆さんがわかってくみ取れるような文字を使うべきであって、首をかしげ

るような文字ではなくわかりやすい文字を使うべきだという風に思います。 

 

委員長 

 

 はい。このことは大変大事な事なんですけど、バカロレアの探究心などは子どもたちの

成長の中でいろいろ繋がっていくと思いますが、道徳・郷土愛という言葉をバカロレア

を含めてですけども、この場で議論をしていくというのはなかなか難しい。園舎が建っ

たとして、安全またはヒヤリハット体験を園の内外含めてどういう風に取り込むか。そ

の中でどういう事を学び、地域等の中でよってたかって子どもを育む施設、香美市の教

育理念でもある皆で育てようとする形になっているか、その場所がそういう場所にな

っているか。場所としては美良布の中心街の現在地という事になっているわけですけ

ど、この議論をしだしたら 21 時過ぎるかなと。大事な事なんですけど、このことにつ

いてはまたどうするかというのは事務局と議論をさせていただきたいと思います。他

の部分でなにか議論ありますか。そしたら事務局の方から。 

 

事務局 

 

 話が戻ってしまうんですけども、(３)子どもたちがヒヤリハット体験を豊かに積み重

ねられる施設という所でお二人からご意見があったので、それを踏まえてヒヤリハッ

ト体験を積み重ねるというのがどういった目的があるのか、という事を入れたほうが

良いという事で、例えば『子どもたちの身体能力や危険予測能力を育むためヒヤリハッ

ト体験を豊かに積み重ねられる施設とします』というのはどうか？というのを委員の

皆さんにご意見をいただけたらと思います。 

 

委員長 

 

 専門家とか現実に子どもたちを育てている園の方、それから親の立場の方から意見を

聞いたほうがよろしいんじゃないかと思います。最初に専門家に聞いてしまうと、その

意見になってしまうから専門家の先生には最後にお願いできますか。それでは、３人の

委員さんよろしくお願いします。 

 

委員 

 

 確かに目的を入れるというのは良いかなと思います。私は施設の方では０，１歳児の子

どもを見ることが多いんですけど、日々発達が見えていくというところで、小さい滑り

台とかジャングルジムが部屋の中にあるんですけど、それに上がっていくとか足をか

けるとかが出来たり、ちょっと転びそうになったりすることが自分の体でわかってい

くっていうのを毎日のように見ています。年齢が高くなってきたらそんな体験を皆の
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ものにするという役割を保育士が果たしていると思うんですけど、そういう事を入れ

るっていうのはよろしいかと思います。すごく簡単ですけれども。 

 

委員 

 

 ヒヤリハットという言葉にちょっと嫌悪感があるんですけども、保育園としては事故

報告書であったりヒヤリハット報告書であったりというのはあまりよろしくないもん

ですので。言われている危険を回避することであれば、夏には木工教室という形で建設

組合の方に来ていただいてのこぎりであったりとんかちであったりとかそういう経験

もさせていただきます。危険な事を全部排除するんじゃなくて、それも大事にしながら

やってますので、ちょっとこのヒヤリハットという言葉じゃなくて何か別の言葉で書

けないかなと思いました。 

 

委員 

 

 僕も子どもに対しては「危ないからこんな事するな。あれをするな。これするな。」っ

て言うのは大嫌いで、痛い思いをして覚え。痛かったら覚えるきなんでもしろ。という

感じで育ててますけど、さきほど事務局の方が言ってた文章の感じでいいんじゃない

かなと思います。 

 

委員長 

 

 できるだけ、行政言葉を排除してわかりやすい言葉でよろしくお願いします。最後に専

門家の意見をお願いします。 

 

委員 

 

 大きなけがを回避するのは大前提で、小さくヒヤッとしたりハッとしたりすることの

気づきから、次に自分で考えてそこに向かっていくだとか、自分の身体能力に合った行

動をするとかという様な意味合いなので、私は伝わりやすいヒヤリハット体験とは言

っていますが、これが一番適切と思ってるわけでも決してないので、園長先生が言われ

た気持ちもよくわかりますので、何か変わる言葉があればそれはそれでというように

思います。私が以前の会で言ったのはどうしてもバリアフリー的に段差のないってい

うところに近年は着目しがちですけれども、乳幼児にとっては段差があるとかフラッ

トでないからこそ育っていく豊かさっていうものがあるので、そこを忘れないように

していただきたいというような願いを込めた話であったかと思いますので、そういっ

たところで決めていただけたらと思います。 

 

委員 

 

 度々すみません。ヒヤリハットという言葉は恐らく管理者側にある人が使う言葉。お医
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者さんであるとか薬剤師であるとか学校の先生であるとか管理義務を果たさなければ

いけない側に啓発をする言葉なんですよね。そういう意味では、ここに乗せるのは相応

しくない。他の言葉が良いんじゃないかなと思います。事務局が考えてくださると思い

ますが。 

 

委員長 

 

 園長先生の気持ちもよくわかります。組織を管理する者としては、リスクが減ったほう

がいいんですけど、子どもの成長という事がやはり組織にとっては一番の命題なので、

やはりそれとの天秤もあるんですけど、子どもが成長する事が保育士さんたちの喜び

だと思いますので、この辺も含めてヒヤリハットという言葉が適切であるかも考えて

文章を考えていただきたいです。ただ、園長としては大変正直な意見だと思います。そ

れでは、他にございませんか。施設を建てるとしたら香美市の材木を使う様になると思

いますので、資料には『森林資材を活かし、木の温もりが感じられる施設』とあります

が、専門家の意見をお願いします。 

 

委員 

 

 木の温もりというのは目に見て温もりを感じるということもあるんですけど、やはり

子どもが触れる部分ですよね、床であるとか腰掛とか。すべてが木でなくても、大体

30％くらいの木の分量が一番落ち着くと言われているので、あまりにも木だらけとい

う風にはなさらない方が良いんじゃないかなと思っています。やはり子どもたちが触

れる部分はもちろん木を使っていただけたら檜
ひのき

とか非常に抗菌性もありますので、い

いと思います。林野庁とかのホームページを見ていただくと、揺さぶるだけでもリラッ

クスできるという事がデータとしても出ていますので、ぜひそういった事もご父兄の

皆様にも説明していただいて、木を使う事の良さとかを知っていただいて子どもたち

へ活かしていただけると、さらに嬉しい気持ちになって子どもたちにも木がどこから

生えてきた木かというルーツみたいな事も教えてあげられたらいいなと思います。香

美の森林組合というのは何年か前だったと思うんですけど、日本一の森林組合だとい

う事で表彰もされていますし、林道も整備されてたと思いますので、安全に子どもたち

を連れて行ってこの木で建てるんだよと伝えてあげると子どもたちは入る前のワクワ

ク感、卒園しても園舎への想いというのは深まると思いますので、ぜひそういう体験を

させてあげていただきたいなと思います。今どこも地域産材を使うという事で補助金

もたくさんでておりますし、そういう風に高知県では進んでますけども、実際やるとな

ると木がなかなか用意できないというような事もございますので、早めに方針を決め

て設計ができると、良い木っていうのは調達できますので。足らなくなって他から借り

たりという事が現実にもありますので。香美市はたくさん木がありますし、整備もされ

ておりますので良い木もあるとは思いますけど、用意をする側からいいますと早め早

めに欲しい木などがわかればいいと思うので、計画を早く進めていくということは大

事かなと思います。基本方針を見るのも初めてなので、こういう風に決められていくん

だなと思ってましたけれども、自分の目から見ると（１）の収納スペースなんかはわか
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りやすい話で、異年齢の子どもたちが一緒に遊ぶっていうのはこういう感じかなとか。

先ほども議論されてましたけど、ヒヤリハットという言葉が仕様書に出てくると設計

士はすごく迷うなと思います。安全な建物と言われる事はあっても、ヒヤリハットと言

われてもどこまでやっていいんだろうかと。２階があったとして２階から飛び降りて

もいいのかとか、プレゼン時のプロポーザルをする時に非常に悩ましいなという感じ

がします。設計士からするとあまりにも驚くような言葉なので、こういう様な要望が出

されると難しすぎてどうすればと設計士が悩むので。私としては安全にばかり配慮し

すぎる必要はないっていう事なのかなと。あまりにもバリアフリーであるとかではな

くて、ご高齢の方もバリアフリーは推進されてなくて、やはり段差がある場所ですとか、

２階へ上り下りするとか、そういった事が求められてる時代なので、子どもに関してご

父兄の方も言われてましたけども、危ない事したりこけたり痛い思いをしながら成長

していくので、設計士さんにあまりヒヤリハットをやらせてくださいという事を書か

ない方がいいんじゃないかなという風に思いました。（４）の地域の文化という事に関

してもバカロレアの話も出てましたけども、どういう事が求められているのかもうち

ょっと具体的な言葉がないと、設計する方としては非常に迷いやすいなと思います。お

気持ちはよくわかるんですけど、解釈は千差万別だと思うので、ハードに表していくと

いうのは非常に難しいような感じがしました。建築家と呼ばれる人には才能を持って

いる人がいるのでそういう人たちの才能を引き出す意味ではおもしろい課題なのかな

と思います。（５）子育て力を育む拠点となる施設・架け橋となる施設というのは具体

的にどのような事を求められているのかを聞かないとハード面に活かすのも難しそう

だなという風に思いました。（６）豊かな自然というのも良い事だとは思いますが、木

が大きくなりすぎて切らないといけないという論議も出ましたので、木を植えたりと

か考えられると思いますけど、樹木の選定だとか死角とかその辺の事もよく相談され

るといいんだろうなと思いました。 

 

委員長 

 

 ありがとうございました。これはあくまで基本方針ですので、これから更に細かくして

いきます。ただ、重要な観点であると思います。どういうプロポーザルをうけるかとい

う事で仕様が相手にちゃんと理解がつながってなかったらしようがない。それともう

ひとつ大事なのが、香美森林が近くにあるんだけど、香美市の材を使う事を郷土愛とし

て子どもたちに理解をしていただきたい。それと大事なところは自然乾燥で出来れば

後々丈夫なものができるんじゃないかと思うので、どれくらいのものを使うかという

事もできるだけ早くしなくちゃいけないなと思います。他に何かありますか。 

 

委員 

 

 ちなみに山田のなかよし保育園は物部の木を使うたよね。旧物部村の村有林を伐採し

て、乾燥させるのに約２年くらいかかるのでなるべく早く進めて。旧物部村の時は村有

林が約 200町
ちょう

ありましたからね。台風とかいろいろあってだいぶ切ったようですけど

まだまだ良いのがあるようです、物部森林組合はね。息子も香美森林組合に行っており
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ますので。組合長に相談してみてもよろしいかと思います。 

 

副委員長 

 

 この基本方針の中に理念的なところも含めてっていうところにミックスになった関係

もあって多様な意見がこれからもきっと出てくるんじゃないかなと思います。この件

は設計プロポに使う資料というそのものにはきっとならないかもしれないというとこ

ろももちろんだと思います。こういう思いで保育園を建てたいっていう願いや思いを

総括するものがこの中に入ってくると思います。次回事務局さんが委
ゆだ

ねられたんです

けども、文章整理をしていただく中でこれでいこうというものを確認された後、皆の総

意の元実現しそうな気がします。ただ、バカロレアのこととか地域文化やそういった幅

広いこれからの社会を見通してっていう部分についてはもう少しご理解をいただく時

間とか資料等の提供であるとかいうところは改めて確認もいるのではないかという気

がしました。土地の案については委員長さんの進行のもと合意が図られた事について

は価値が大きかったかなと思いました。 

 

委員長 

 

 私の方からもうひとつ。以前から言われているＩＣＴ。リスクの軽減とか映像とか。こ

れからの時代は小中学校高校までＧＩＧＡスクールという形でパソコンや iPad を一人

一台持つ時代になってきておりますので、そういうのは都会であろうが田舎であろう

が活用していくべきだと思います。まして、次を担う子どもたちは当然のことやと思い

ますので、できるだけそういう施設に対する整備を入れていただきたいなと思います

ので、よろしくお願いします。 

 

委員 

 

 さっき言いよった市産材ですけど、僕は物部の森林組合で林産のまとめをしています。

手前に言ってもらえたら材料の確保の方はできると思いますので。物部で足らなけれ

ば香美森林組合と連携して。新月伐採というのをやってるので、そういう事も可能なの

で決まったら早めに言ってもらえたら構えることはできます。 

 

 

 

委員長 

 

 ありがとうございました。保護者から専門の意見まで大変助かります。物部森林だけに

頼むわけにもいきませんので、香美森林と手を携
たずさ

えてぜひ美良布保育園のために良い

材を新月に切れば一番良いと思いますのでよろしくお願いします。他にないですか。そ

れでは、その他について事務局何かありますか。 
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（３）その他 

 

 保育園の園庭の環境設定の一例について事務局より説明 

 

委員長 

 

 ありがとうございました。実際基本方針を改めて出していただくわけなんですけど、今

後どういう風な園舎を造っていくかという時に、ひとつの例としては、災害時の安全な

施設というのもありますよね。美良布の地区に太陽光がいっぱいできていて、おかげで

なかなか新しい所が見つからなかったわけです。実際今度建物を建てる時にエネルギ

ー関係をどうするか、非常時のエネルギーも含めてこういう事も入ってくるわけでそ

ういう事も考えていかなければいけないと思いますのでその辺についてはこの事務局

から出されたこういう考え方という事に関してはひとつの例ですけどよろしいですか、

一つの提案として。それから私の方から最後になるわけですけど、位置決めは現在地で、

できるだけＤ案の方向で考えていく事が一つですけど、その際に、支障になるのが仮園

舎ですね。まず用地を見つけないといけないわけですけど、香北の方々であれば大体あ

そことあそこくらしか無いやないろうかというのが目に浮かぶんではないかと思いま

す。１年なり２年なり土地をお借りしなければいけない場合も出てくるわけで、もし個

人の土地であればその交渉がうまい事いかなければまた別を当らないかんと。もっと

遠い所まで行かないかん可能性も出てくるという事は承知をお願いしたいと思います。

時間も 20 時過ぎました。教育長がコロナの関係もあるので早めにとおっしゃっていま

したので今日はこの辺で終わりたいと思います。次回の事について事務局の方からお

願いします。 

 

事務局 

 

 次回の開催についてですが、令和３年５月中で 18 時 30 分からを予定しております。

近くなりましたら、ご案内させていただきますのでよろしくお願い致します。以上です。 

 

委員長 

 

 これで終了いたします。本日はありがとうございました。傍聴人の方もありがとうござ

いました。 


